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令和６年度第１回三鷹市子ども・子育て会議 会議録（要旨） 

１ 日時 令和６年５月28日（火）午後６時30分～午後８時15分 

２ 会場 教育センター３階 大研修室 

３ 議題 

(1) 子ども・子育て会議について 

(2) 子ども・子育て支援事業計画における確保数等の達成状況について 

(3) 令和６年度子ども・子育て支援施策主要事業について 

(4) 子育て支援ニーズ調査及び子育てに関する生活実態調査の結果に

ついて 

(5) 三鷹市子ども総合計画（仮称）の策定について 

(6) その他  

４ 出席委員 

（21名） 

山本 真実（会長） 

井口 眞美   段谷 ゆり子  羽鳥 優花  三隅 みどり 

六車 さゆり  中野 弘子   篠塚 和弘  五島 弘子 

島田 直幸   市川 紀恵   野元 麻美  石崎 清子 

門野 吉保   飯塚 佳奈子  師橋 千晴  小谷 奈保子 

幸 瑞     緒形 富雄   山下 謙介  中田 貴規  

５ 行政 

（事務局） 

子ども政策部長 近藤 さやか 

子ども政策部調整担当部長・子ども家庭課長 清水 利昭 

児童青少年課長 梶田 秀和 

子ども育成課長 萩原 潤一 

保育支援課長 池沢 美栄 

子育て支援課長 嶋末 和代 

包括支援担当課長 小島 美保 

子ども家庭支援センター担当課長 杉山 静 

東多世代交流センター担当課長 和田 麻子 

西多世代交流センター担当課長 荻野 るみ 

中央保育園担当課長 竹内 里奈 

三鷹赤とんぼ保育園担当課長 吉田 純佳 

障がい者支援課長 立仙 由紀子 

教育部長 松永 透 

教育部調整担当部長 齊藤 真 

学務課長 久保田 実 

指導課長 福島 健明 

児童青少年課 佐藤 善彦 

子ども家庭課 嶌根 毅晴 山岸 愛子 髙橋 陽子 西ヶ谷 研吾 

６ 会議の公開 

・非公開 
公開 

７ 傍聴人数 １人 
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１ 開会（午後６時30分） 

 

２ 委嘱状伝達・委員自己紹介 

 

３ 副市長挨拶 

 

４ 事務局自己紹介 

 

５ 議事 

【事務局から三鷹市子ども・子育て会議について説明】 

 

【会長】ありがとうございました。事務局より、三鷹市子ども・子育て会議について、条

例の説明がありましたけれども、これにつきまして御質問や御意見ございますでしょうか。

よろしいでしょうか。 

 では、続きまして、（２）子ども・子育て支援事業計画における確保数などの達成状況に

ついてです。事務局より、御説明をお願いいたします。 

 

【事務局から子ども・子育て支援事業計画における確保数などの達成状況について説明】 

 

【会長】はい、ありがとうございました。事務局からの説明ですが、この確保策、まず保

育の待機児童がゼロになったと、ゼロが継続しているというのはとてもよかったかなと思

うところですが、この量で測れるものと、量で測れないものもあったり、また、マッチン

グの問題であったりということで、この表だけでは何とも言えないところもあるかと思い

ますけれども、着実に事業拡大や充実はしているという数値かなと思います。 

 いかがでしょうか、何か御意見ございますか。 

【委員】別件で、ちょっと私、不勉強で申し訳ないんですけど、お話の中でも一度減った

という話がありました。確かに、参考のところの就学前児童数が、平成３０年から物すご

い減り方なんですが、これって周りの市町村並みなんですか。三鷹だけ減ったということ

はないんですか。 

【子ども政策部調整担当部長】ちょっと今、手元に、例えば都内の各市の状況の数値とか



 -3- 

はございませんけれども、日本全体で見れば、全体の大人も含めた人口も減っていますし、

子どもも減っているということになります。三鷹市の数値について申し上げますと、計画

の人口に対して、実績の人口のほうが、令和３年までは少し多い状況でした。実際のほう

は、子どもも多い状態でした。 

 ところが、令和４年からは、計画で想定したよりも、実績のほうがどんどん下がってき

たというようなことで、例えば令和４年では、計画で見込んだ、これはゼロ～５歳の人口

ですが、マイナスで２６３人、次の令和５年度では、マイナスの５２６人、令和６年度で

は、これはマイナスの７７７人というふうに、これ全て４月１日現在の実績ですけれども、

見込んでいたよりも、子どもたちがどんどん減ってきているというふうな状況になります。 

【委員】三鷹が選ばれないというようなことを深刻に考えなきゃいけないのかなって、私

たちも、医療現場としても、そういうことも考えていかなきゃいけないのかなと思ったの

で、ちょっと私のほうも調べてみますけれども。ありがとうございました。 

【会長】ありがとうございました。そのほか、いかがでしょうか。 

 計画を立てるときに、ニーズ量、これから新しくまた立てますので、多分、人口推計の

ところも、今までの過程を見直して、社会減が増えているというところがもしあれば、多

分住宅の形状であったりとか、あと不動産のやっぱり価格とか、それから教育環境とか、

いろんなところが影響すると思いますので、また分析をしていきたいと思います。 

 よろしいでしょうか。もし、この確保数の達成状況について、資料１、御意見が特にな

ければ、次に進ませていただきますが、よろしいでしょうか。 

 では、続きまして、令和６年度子ども・子育て支援施策の主要事業について、事務局よ

り御説明をお願いいたします。 

【事務局から令和６年度子ども・子育て支援施策の主要事業について説明】 

【会長】ありがとうございました。結構盛りだくさんのものを、きちんと丁寧に御説明い

ただきました。今、御説明いただきました主要事業は、現在の計画の基本方針の中で、主

要に今進められている新しい項目についてということの御説明です。 

 では、今の御説明につきまして、御質問とか御意見がありましたら、よろしくお願いい

たします。 

【委員】６ページの２の保育施設等におけるおむつ回収処理対象施設ということなんです

けれども、保育対象施設、こちらは今、就学前の子どもたち、障がいのある子どもたちが

通っている児童発達支援、そして就学児童が通っています放課後等デイサービスの施設に
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おいては、おむつの処理が事業所負担になっていると思うんですけれども、同じように子

どもが対象でしたら、こちらのほうを広げるという計画はないのでしょうか。 

【会長】はい、どうぞ。 

【子ども政策部長】６ページのところに書かせていただいていますように、対象になる施

設はそこに書いてあるような施設になりますので、今年、新たに拡充するというところで

は、ちょっとそちらのほうは、まだ対象になっていないというような状況ですね。 

【委員】将来的に検討するという予定はございますか。 

【子ども政策部長】今のところ、まだ方向性等は定まっておりません。 

【委員】分かりました。じゃあ、相変わらず事業者が負担しているということで、分かり

ました。いずれ検討をお願いいたします。 

【会長】はい、ありがとうございます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

【委員】産後ケアの拡充についてお伺いしたいです。５ページのところで、訪問型の産後

ケアが新たにスタートし、１歳まで使えるようになったんですが、その周知のお知らせの

方法についてお伺いしたいです。今のところ、多分妊婦面接だったり、赤ちゃんの新生児

訪問だったり、あと「広報みたか」のほうにも載せていただいたりがあったかと思うんで

すが、親子ひろばに行ったときに、まだ知らないお母さんもちらほらいらっしゃったりし

て。 

 他市でも、私は訪問型の産後ケアを行っているんですけども、今日はお父さんがいなく

て、初めてお風呂に入れるので、一緒に入れてほしいとか、あと、離乳食が始まって、全

く食べないんですけど、どうしたらいいですかとか、あと卒乳についてとか、本当に１歳

までの相談は幅広いなと思っているんです。 

 減免制度も新たに増えて、実質５００円で２時間、相談できるようになっているかと思

うので、三鷹でもまた周知が進むと、利用したいお母さんが増えてくる、個別に相談がし

やすくなるのではないかなと思うので、また今後の周知の方法についてお伺いできたらと

思います。 

【会長】はい、どうぞ。 

【子ども政策部長】産後ケア、４月から始まったところでございます。既に、これ、希望

されて、まず市のほうから産後ケアの利用の決定ということで、対象となりますというこ

とで決定させていただいています。この間、拡充したことによって、これまで４か月で終
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わりだった方が、１歳まで使えることになったので、認定されている方、決定された方に

は、個別に全員に産後ケア拡充の御案内をさせていただきました。 

 それ以外にも、ホームページと市報でも御案内させていただいているんですけれども、

決定されていない方、そもそも産後ケアを使う予定をされていなかった方については、も

しかしたら若干、これから周知が必要なのかなというところでございます。事あるごとに、

タイミングも計って周知はしていきたいというふうには考えております。 

 以上です。 

【会長】それでは、ちょっと御相談なんですけれども、この後、ニーズ調査のお話と、ち

ょっとここがボリュームが資料３、資料４と、結構な量がございます。これをこれからお

話をなされなければならないことで、８時までに終わるということになると、外は今大風

が吹いている状況で、ちょっと焦っております。 

 そのため、御相談なのですが、この主要事業についての御意見は、このニーズ調査のほ

うはどうしても今日、報告が必要ということです。今後のことですので、簡単であっても

報告が必要ということなので、この主要事業については、もし御意見がございましたら、

メールか何かで事務局のほうに直接していただきまして、次回の子ども・子育て会議のと

きにお返事をいただくという形で処理させていただきたいと思うのですが、よろしいでし

ょうか。 

 このニーズ調査については、メンバーの方いらっしゃると思いますけど、実は前回の２

月のときに報告が本来あるはずのものが、遅れているものでもありますので、次の計画策

定のためにも、ここはちょっとしなければいけないかなとは思うのですが。どうでしょう

か、事務局のほうと、まだこれ、御相談していなかったので、いきなりなんですが、どち

らを優先したほうがよろしいですか。 

【子ども政策部長】会長おっしゃるとおり、ニーズ調査の報告を、今回の計画にも影響い

たしますので、そのように進めていただけると、ありがたいです。 

【会長】分かりました。そうしたら、ちょっとボリュームはたくさんありますので、要所、

要所、要点をかいつまんでいただきながら、資料３と４について御報告いただいて、この

主要事業につきましては、メールや文書などでの御質問や御意見を送っていただき、７月

の会議のところで御回答いただくという形でお願いしたいのですが、よろしいでしょうか。 

 では、大変申し訳ございません。御意見、たくさんあると思うんですね、実は内容もと

てもたくさんありましたので、お聞きしたいところもあるかと思いますが、ぜひそのよう
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にさせていただければと思います。 

 では、大変申し訳ございませんが、（４）になります。子育て支援ニーズ調査及び子育て

に関する生活実態調査の報告を、お願いいたします。 

【子ども政策部調整担当部長】それでは、４番のニーズ調査、生活実態調査結果について

御説明します。非常にボリュームのある調査ですので、かいつまんで、特徴のあるところ

を紹介させていただきたいと思います。 

 最初に、ニーズ調査の１６ページなんですけれども、お開きいただけますでしょうか。

左側半分のところ、今回調査の「現在定期的に利用している施設・事業」というふうに書

いてあるところのグラフですけれども、一番下の未回答なんですが、こちらのところに２

７.５というふうに書いてあります。これは、０.０の間違いでございます。おわびして、

修正をお願いいたします。まず、そこのところをお願いいたします。すみません。 

【会長】いなかったということですね。 

【子ども政策部調整担当部長】そうですね。それでは、最初にニーズ調査について御報告

申し上げます。 

【事務局から子育て支援ニーズ調査及び子育てに関する生活実態調査の結果について説明】 

【会長】ありがとうございました。ちょっと膨大な資料を、今日、当日、皆さんが見てい

るというところだと思いますので、これについては、多分また市のほうで分析を進めてい

ただいて、次回のときの力点を置くテーマの議論というのが、次回のところで次の計画に

向けてありますので、それにニーズ調査の結果から言えることということで、出していた

だくというところだと思います。 

 そのときに、もし委員の方々も、今日もう一回持って帰って、よく読まれて、ああ、こ

のことについての背景を聞いてみたいなとか、このことはどうなのかというようなことの

課題があるようでしたら、そのときに意見を出していただくという形にしたいと思います

けれども、よろしいでしょうか。 

 今日、ここの場で何かというところではないのかなと思います。 

 続いて、今後の計画の予定についてお話しいただいて、次回の宿題を、最後まとめたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

 では、事務局のほうで、予定についてお願いします。策定についてですね。 

【事務局から三鷹市子ども総合計画(仮称)の策定について説明】 

【会長】ありがとうございました。ちょっと最後、駆け足になってしまったというか、今
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日はやっぱり時間の割にはちょっとボリュームが多かったですね。委嘱もあったので、す

みません、皆さん方、おなかいっぱいかもしれないんですが。 

 少しまとめますと、今、お話がございましたように、７月の予定で、資料５をちょっと

見ていただくといいのかなと思いますが、第２回、７月開催予定のところでは、今御説明

いただきました、新しく策定する令和７年度からの子ども総合計画についての体系図の検

討をするということなんですが、36ページにあるこの形を入れてということになるんです

が、これの形になるのか。 

 また、プラスアルファで、実は条例の問題もありますし、それから今、最後にお話があ

った、子どもの意見を直接聞くっていうことが指示されているものなので、そこの部分を

どのように入れていくのかとか、それから、前回の策定の委員会のときでも御意見があっ

たヤングケアラーの問題であったりとか、そのほかの幾つか積み残した問題があるので、

今日のニーズ調査ででも、かなり貧困も含めた、子どもたちの置かれている状況、三鷹の

市民の方々の状況もまた明らかになった部分もありますので。 

 体系は出来上がったものではなくて、少し案というような形でお示しして、御意見をい

ただいて、ちょっと変えられるような形で。何もないところだと、多分考えられないので、

基本は、この今までのものがベースであっていいと思いますから、ここにどうつけ加えて

整理し直すのかっていうことを、次回少し検討ができたら、それで御意見をいただけたら

と思います。 

 プラス、先ほどの主要事業のところの御意見がある方は、事前に出していただいた上で、

御回答をいただく。また、そこの部分が今度の計画のところに入ってくるところもあると

思うんですよね。だから、そこの影響も関係ありますので、三鷹の方は、御意見、全然ウ

エルカムですので、今までの会議でもそうだったと思いますけど、どんどん出していただ

いて、事前に私も見ることができましたら、事務局と一緒に検討させていただきながら、

案を考えておきたいと思います。 

 あと、そして、このニーズ調査も、もう一回私も読ませていただきたいですし、皆さん

も御意見があるかと思いますので、質問は次回お受けしたいと思います。よろしいでしょ

うか。 

 それでは、事務局より最後にお知らせがありますね。お願いします。 

【事務局から次回日程等の連絡事項について説明】 

【会長】では、窓の外が大変気になりつつやっておりまして、多分、お子さん、お待ちの
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方もいらっしゃると思いますので、これにて終了させていただきたいと思います。 

 また新しい期が始まりますが、皆様方の御協力で会議を円滑に運営したいと思います。

本日は、お忙しい中御出席いただきまして、ありがとうございました。 

 これにて閉会いたします。お疲れさまでした。 

 


